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ミクロネシア連邦での事業

2021年3月25日

大洋エーアンドエフ株式会社



Taiyo Micronesia Corporation

設立年月日： 2012年1月5日

所在地：ミクロネシア連邦ポンペイ州コロニア

資本金： USD300,000-

株主：大洋エーアンドエフ㈱ 75%
National Fisheries Corporation 25%

事業内容：海外まき網漁船5隻の運航

かつお節およびミール工場

船舶代理店

従業員数（乗組員含む）：149名

（内現地人雇用人数39名）
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Taiyo Waab(2015~） Taiyo Palikir
(ex Nippon FSM)(2015~）

Taiyo Pohnpei  (2012~） Taiyo Chuuk(2014~）
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Taiyo Tofol (2017.8~）

転載時の様子
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年間漁獲重量および金額

2013
1隻

2014
2隻

2015
4隻

2016
4隻

2017 
5隻

2018
5隻

2019 
5隻

2020 
5隻

漁獲重量
(M/T)

7,908 17,980 25,068 31,143 30,660 37,918 44,406 37,242

売上金額
(USD 1,000)

15,434 26,692 35,277 55,771 60,799 66,928 71,052 61,260
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TMC かつお節・ミール工場

竣工： 2018年1月～
枕崎水産加工業協同組合や枕
崎市漁業協同組合などの協力
を経て設立。

従業員数：9名

設立目的：
FSM政府からの陸上投資と現
地人雇用増の要求に応えるべ
く設立した。

外観

2018 2019 2020

売上高 (USD 1,000) 144 158 69
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ミール乾燥機 生切り、煮熟加工場

焼津式焙乾庫
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TMC冷蔵庫上屋外観 TMC冷蔵庫内（冷凍かつおを保管）

7



ミクロネシア(FSM)籍まき網漁船数の推移

2017 2018 2019 2020

FSM籍船数 20 20 23 26

＊近年FSM隻数は増加傾向にある。

＊２０２０年時点でFSM国内企業(TMC等の合弁会社含む）は4社17隻。
その他2社9隻は完全外国（台湾）資本。
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FSM外国資本各社の投資状況

＊TMC： かつお節およびミール工場 (2018)、陸上冷蔵庫(2020)

＊A社： Chuuk州におけるフェリー(2019)

＊B社： Kosrae州における岸壁拡張と冷蔵庫およびロイン工場
（2019着工したものの現在の状況不明）

＊C社： 全州にソーラーパネルの設置（実施状況不明）
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